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年 マイスター 職 人 マ1の00イ職人ス人当タ数ーり
1816 18，133 7，118 39 
1822 19，651 6，853 35 
1825 20，223 7，287 36 
1828 21，708 7，559 35 
1831 21，217 8，049 38 
1834 22，175 9，118 41 
1837 23，437 10，452 44 
1840 23，458 11 ，460 49 
1843 24，257 12，385 51 
1846 24，601 14，047 57 
1849 24，391 15，266 62 
1852 25，067 16，503 66 
1855 25，229 17，559 69 
1858 25，685 19，077 74 
1861 26，186 20，801 79 
1816 : 1861 100 : 144.4 100: 292.2 100 : 203 
w. Badtke， Zur Entwicklung des Deutschen 




年 人 仁l 経営数 l経人営口当 1) 此業者数 の人就口業千者人数当りの数
1875 42，775，234 79，252 539 139，034 3.20 
1882 45，222，113 88，477 512 176，637 3.80 
1895 51，770，284 103，958 498 261，916 5.00 
1907 61， 720，529 119，499 516 333，601 5.40 
1925 62，410，619 107，687 580 370，068 5.90 
A. Kaiser， Handwerk und lnduslrie im deutschen Backergewerbe， 



































































1850/ 55/ 60/ 65/ 70/ 75/ 80/ 85/ 90/ 95/1900/ 05/ 10/ 
54 59 64 69 74 79 84 89 94 9 04 09 13 
H. Teuteberg， Zum Wandel der Nahrungsgew 














就業者 1-5人の小経営の割合は， 1.9%低下とほぼ旧来通りだが 1人経
表 3 製パン業の就業者構成
営業主 ~ræ H 広でで' 職人・労働者
年 徒 弟 fι〉3、 ~i十
数 % 数 % 数 % 
1872 70，948 51.0 50，466 36.3 17，620 139，034 
1882 74，220 42.5 761 0.4 99，659 57.1 174，640 
1895 84，863 36.9 2，043 0.9 101，876 44.4 40，955 229，737 
1907 103，310 37.6 3，208 1.1 126，175 45.9 42，425 275，118 
1925 99，660 34.2 17，123 5.9 126，065 43.4 48，161 291，009 
一Kaiser， a.a. 0.， S. 107 
表 4 製パン業(ケーキ製造業も含む)の経営規模
就業者数
経 営 数 就 業 者 数
(で2乞)
1 8 7 5 1 8 8 2 1 8 9 5 1 8 7 5 1 8 8 2 1 8 9 5 
% % % % % % 
l人経営 34，283 47.9 26，422 33.0 19，315 20.26 34，383 26.5 26，442 15.15 19，315 7.3 




69，761 126，732 3 - 5 20，123 25.1 35，323 39.95 48.4 
6 - 10 506 0.7 2，037 2.6 5，283 5.5 14，219 8.14 36，790 14.1 
1 - 50 342 0.4 342 0.4 772 0.8 5，759 3.28 
12.72052365N1 O 41 9 50 - 6 13 43 0.04 1，202 0.68 4， . 6
13 39 0.04 1，202 0.68 3，4051 1.3 
201-500 4 9211 0.3 
Badtke， a.α. 0.， S. 162， 166. 









l凪 力 7)( 力 完J;: PML - 力、 ス 屯 "Xf L その他
年
数 % 数 % 数 % 数 % 数 。/O/ 数 円/0/ 
1875 
1882 177 17 9.6 130 73.4 30 17.0 
1895 669 100 15.0 232 34.7 320 47.8 17 2.5 
1907 4，472 106 2.4 225 5.0 1，129 25.3 2，971 66.5 30 0.6 
1925 46，508 101 0.2 50 0.1 931 2.0 ~5.343 97.5 
Kaiser， a.a. 0.， S. 19. 
















































表 6 製パン業の労働時間 (663経営)
労働時間 経営数 % 
9時間 7 1.1 
10 20 3.0 
11 38 5.7 
12 89 13.4 
13-15 322 48.6 
16-20 187 28.2 
A. Bebe!， ZurLage der Arbelずerin 
den Backereien， S. 169. 
経営と経 i汗
表 7 製パン業での日・祭日労働(654経営)
労働時間 経営数 % 
O 18 2.8 
4-10 101 15.4 
11-13 227 34.7 
14-15 171 26.2 
16-20 137 20.9 















































































ドイツ製ノfン職人会議 Kongresder Backergesellen Deutschlandsが開催
された。この会議の中心テーマは， ドイツ製パン職人連盟 Verbandder 
deutschen Backergesellen結成をめぐってであった。その結成は「労働時
































年 協組数 会只数 l
1901 3 236 
1903 13 648 
1904 21 910 
1905 24 1，001 
1906 30 1，180 
1907 40 1，527 
1908 57 2，052 
1909 74 2，490 
1910 74 2，559 
1911 99 3，748 
1912 111 4，491 
1913 126 5，243 
1914 140 6，009 
1915 140 6，279 
1916 165 7，071 
Th. Gar加 19，Die Genossenschafts. 




経 営 と 経 済
表 9 ゲルマニアの発展
年 加インヌンク盟数 会 長 数





1884 575 12，544 
1887 957 20.691 
1889 839 20.960 
1890 883 21，553 
1893 913 22，833 
1896 976 27，000 
1898 986 28.873 
1899 961 29.907 
1902 988 41，868 
1903 955 43，547 
1904 43，387 
1905 1，053 49，266 
1907 53，538 
1908 1，156 55，128 
1911 63.934 
1912 1，347 64，457 
1914 1，557 69，564 
1887年までが都市， 89年以降インヌンク数
1878年から80年に10，190冊， 1881 E. Kolbe (Verf.) Funj均 JahreGerman勿
Verband， S. 85， 93， 147， 197. 
-82年 9，525冊と多数に達していた。
3. ゲルマニアの組合員数は表 9より 1875年の 1，800名から84年の12，544
名へと 7倍にも増加しており，およそ82年段階では11%が組織されていた。
さらに1884年の第 6回大会ではゲルマニアを個人加盟からインヌンクの連合
















































































































運 締 営 故低 最低 の廃 労働 労働 での
動 企小τ口1: 数%
託金 託金 過金 』上 日 時flJ 時!日j !日J11立j 経営
1886 1 90 19 7 9 14 12 
1898 1 251 59 9 21 50 廃止 12 1 
23 すべぷて止凸岨. lot 1905 1 1 21 のでt廃E l 1 1 427 
25 60 
25 
1110+ lot 1907 l 23 26 420 
27 
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aftの製ノぐン工場と製ノぐン工業 Brotfabrikであった C ある報告によればパ
ン製造工業で20人の就業者で 1年に5，800-6，000kgのN.¥ノfンを製造していた








































2. 徒弟の労働時間は，職人より最初の l年は 2時間，次年度より 1時間
少くすること。



















28，873人が加盟するところとなった C 組織率はおよそ30%台になった。 90年
代のゲルマニアの活動を収約すると:3)l) 自助， 2) 自治， 3) 競争の制|止し


























































































時間当り 50ペニヒが支払われること。 4.最低賃金21マルク。 5.オースタ


























このようなインヌンクの態度に職人は反桜を強めた G そのうえ 6月に入
ってインヌンク宿で管理人 Innungsherberger黙認のもとで，賭博がひらか









































































































に入ったので、あるナ1 仲裁廷を交渉の場とする。 2 マイスター・職人側各
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1906 21.8% 3.4% 4.7% 
1907 22.4 3.1 4.8 
1908 22.2 4.2 9.4 
1909 19.9 4.2 9.6 
1910 17.7 3.5 6.3 
18.4 2.9 6.4 
1912 16.6 3.8 5.8 
K. Muller， Die gewerkscJu.βliche Bewe-









製パン工業も本格的な発展を遂げた。 ドイツ製ノfン工業家連盟 Verband 
Deutscher Brotfabrikantenによれば， 1913年にその数は 400に達していた





1人経営 小経営 中経営 大経営
年 専業経営
% 1 -5人 % 6 -50人 % 50人以上 % 
1895 95，528 19，315 20.2 89，430 93.6 6，055 6.35 43 0.05 
1907 113，437 16，169 12.1 104，301 91.9 9，075 8.0 61 0.1 











































ベルリ ン 26 32 
ハ ムブルク 27 27 
テーュセルドルフ 17 
フ やレスラウ 13 
ラ イ ブツィヒ 7 8 
フランクフルト 8 7 
ミュ ンヒェン 5 5 
平 .t~) 14 16 



























86 心ぇ I~:;" ¥...。え 九平1:. j"1 ~午 1-: ((1 
ルク=アルトナやその周辺地区では今日他の地}jでいまだ支同己的である'ぷキ1














時間 経営数 % 職人数
8 - 9.5 392 12.5 1，031 
10-10.5 438 13.7 1，032 13.5 
11-12 1，610 51.4 4，168 54.5 
13-14 554 17.7 1，129 14.7 
15-16 115 3.7 254 3.3 







は94.8%が12時間以内であり 9時Die Lage der Ba'ckereiarbelter Deuおch-














アン 住込み・賄 住込み半額 住込み・賄なし 賄付・住込なし 完全自由
年 ケート
数 職人数 % 職人数 % 職人数 % 職人数 % 職人数 % 
1901 20，686 ? ? ? 7 1，868 9.0 90 0.4 3，229 15.6 
1904 7，714 3，056 47.4 763 9.9 1.079 13.9 46 0.6 2，170 28.7 
1906 31，997 18，232 57.1 2，708 8.7 2，606 8.1 623 1.3 7，738 24.9 
1908 36，365 21，699 59.7 1，694 4.7 1，903 5.2 151 0.4 10，918 30.0 
1910 40，844 21，735 53.2 3，433 8.4 1，879 4.6 209 0.5 13，588 33.3 
1012 44，282 26，186 59.1 1，083 2.4 1，671 3.8 71 0.2 15，271 34.5 
」 ー
















































































年 会員数 新入会貝 変動指数
1895 660 827 
1896 1，075 1，523 110.51% 
1897 1，635 1，669 62.37 
1898 2，533 3，218 80.10 
1899 3，596 4，362 100.44 
1900 4，584 5，459 72.94 
1901 4，651 4，138 114.81 
1902 4，760 3，714 75.23 
1903 5，565 5，296 74.23 
1904 9，068 10，961 79.36 
1905 10，285 8，725 68.59 
1906 12，505 9-，827 62.18 
1907 15，264 10，514 43.47 
1908 18，289 8，691 39.84 
1909 19，586 
1910 21，944 
1911 25，218 46 
1912 28，525 
Allmann， a.a. 0.， Bd. 2. S. 399. 
Muller， a.a. 0.， S. 26. 
に至ったのである。


















職人・未熟練労働者の組織と合併し， Zentralverband der Backer， Kondi-
toren und verwandten Berufsgenossenschaften Deutschlandsという産別
表18 製パン職人連盟のスト
ス 成 功 部分的な成果 失 敗
年 参加
数 件数 参加数 件数 参加者 件数 参加者 l
1905 6 1，230 2 381 3 838 
1906 14 663 6 257 3 351 5 55 
1907 15 4，223 5 171 5 3，948 5 104 
1908 10 326 8 225 2 89 
1909 7 78 6 63 1 15 
1910 10 1，895 1 97 6 1，426 3 376 
1911 24 11 ，694 18 11，145 3 508 3 41 
1912 22 2，217 15 1，796 4 391 3 30 
























1903年には， 住み込み・賄制度規制中央委員会 Zentralkommissionfur Re-























































i'T 数 参 加者 件 数 参加者 f!t 数 参加者
1905 31 3，989 2 716 33 4，705 
1906 36 9，047 6 257 42 9，304 
1907 29 5，772 4 179 33 5，951 
1908 24 1，261 3 200 27 1，461 
1909 33 3，646 67 34 3，717 
1910 50 2，239 5 514 62 2，753 
1911 91 3，540 11 6，896 112 10，436 
1912 46 2，640 7 1，288 61 3，920 
Allmann. a. a. 0.. Bd 2. S. 367. Muller. a. a. 0.， S. 7. 
で大した発展を示していない。が‘ 10年代に入るとお1しい伸びを示す。だが
運動を伴わずに成立した協約も含めた総数は1910年， 134協約， 5，125経営，











職人連盟 ChristlicheVerband der Backer u. Konditorenを組織し， 780 
名が加盟した。これはさらにニーダーラインのマ一方、リン工場労働者等を含
み， 1912年には産別の食糧品中央連盟 Zentralverbandder N ahrungs=und 








































































































1910年プロイセン地主・家主連盟 PreusischeLandesverband der Haus-u. 
Grundbesitzervereineと最a大労働日反対で、共斗が行われ， 1913年には自由国民
党のムグダム Mugdamによる製ノfン業条令反対同盟 Schutzverbandgegen 
die Backereiverordungが設立され， 自由国民党との同盟関係が強化され
た。










































ベルリンなどの都市で設立されていた C そしてその全国組織， ドイツ・オー
ストラリア製パン業後継者専門連盟連合 derVerband der Fachvereine von 


























た。 1909年の第 7回大会時の会員数は18支部で僅か654名で， それ以後ミュ






1 ) Ausschuss zur Untersuchung der Erzeugungs-und Absatzbedingungen der deuts-
chen Wirtschaft， Das deutsche Handwer.先， Verhandlungen und Berichte des Un-
terausschuses fur Gewerbe， Industrie， Handel und Handwerk (Ir.Unterausschuss) 
・3.Arbeitsgruppe (Handwerk)， Berlin 1930，以降 Enquete-Bendzte と略す)BdIII. 
s. 16. 31. 15経営の平均である。
2) 49経営の平均である c Enquete-Berichte， Bd. 3， S. 16， 31. O. Allmann， Geschiclzte 
der deutsclzeJl Bacんerニ UJldKonditor=Bewegung， Bd. 2， S. 387. 
3 )販売場所について両者を比較すると下去のようになる。
(イ)13経営平均 (ロ)34経営平均
Enquete-Berichte， Bd. 3. S. 32. 
4) W. Badtke， Zur Entwicklung des Deutsclzen Bac.んergewerbes，Jena 1906， S. 174. 
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